
グループにおける内部監査の運営体制
　当社は監査委員会の下で、各事業部門、リスク管理・コンプライアンス担当部署等から独

立した内部監査担当部署として監査部を設置しているほか、グループ各社においても、業

務ライン等から独立した監査部を原則設置しています。グループ全体の監査活動について

は、グループCAEが統括する体制としています。

　監査部は、グループの業務運営の適切性や資産の健全性の確保を目的として、監査委

員会・取締役会で決定した「グループ内部監査規程」および「監査基本方針・基本計画」に

基づき、当社各部およびグループ会社に対する内部監査を実施するとともに、グループ各

社の内部監査実施状況を継続的にモニタリングすること等を通じ、内部管理体制の適切

性・有効性を検証しています。

　主な監査結果等については、監査委員会・取締役会に加え、グループ経営会議に定期的

に報告を行っています。また、監査部は、会計監査人と緊密に情報交換を行うことにより、

適切な監査を行うための連携強化に努めています。新型コロナウイルスの感染拡大をきっ

かけとしてテレワークが浸透する中、監査活動においてもWeb会議等の手法も活用しなが

ら、監査の実効性確保に努めています。

内部監査の高度化・効率化に向けた取組
　内部監査に関する国際団体である内部監査人協会（IIA）*2の基準に則った監査手法を導

入し、リスクベースの監査を行うとともに、グループ各社にも展開しています。なお、有効か

つ効率的な内部監査の実施に向け、当社および主要グループ各社の諸会議への出席、内

部管理資料の入手等によるモニタリングにも取り組んでいます。

　また、内部監査に関する先進事例等の収集とグループ各社への還元、研修の実施、内部

監査に関する国際資格の取得推進等、グループの内部監査要員の専門性向上に努めてい

ます。さらに、内部監査の品質評価についても、IIA基準の充足にとどまらず、他のG-SIFIs

の取組事例も参考にしながら、グループ全体でさらなる高度化に取り組んでいます。
*2 �The Institute of Internal Auditors, Inc., 内部監査人の専門性向上と職業的地位確立を目指し、1941年に米国で設立された

団体。内部監査に関する理論・実務の研究および内部監査の国際資格である、「公認内部監査人（CIA）」の試験開催、 認定が主要
な活動
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*１ グループCAEの人事異動に関する同意権を有する

内部監査
基本的な考え方　
SMBCグループでは、グルー
プ全体の信頼と発展に貢献す
るため、監査部は内部統制の
一翼として、各事業部門、リス
ク管理・コンプライアンス担当
部署等から独立した立場でこ
れら部門の有効性等を検証す
るとともに、監査品質の向上に
継続的に取り組んでいます。
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